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機関リポジトリとは？機関リポジトリとは

機関内で生産された教育・研究業績の

全文を電子的な形態で保存します。

発信を支援します！

インターネット上で無料公開する

研究者のためのサービスです。



どんなメリットがあるの？どんな リットがあるの

G l など
無料公開のため、

Googleなどの

検索エンジンで

世界中からアクセス

検索可能！
アクセス数が増加

論文の被引用率がUP！



どんなメリットがあるの？？どんな リットがあるの

どんなデータも保存が可能です

文書、画像、映像、音声・・・etc.

機関リポジトリ機関リポジトリ
“PEARCH”

散逸しがちな研究成果を永続的に保存・公開



機関リポジトリの効果機関リポジトリの効果

研究者の業績のショーケースに

大学の社会的責任の遂行大学の社会的責任の遂行

社会への還元・貢献貢

大学のブランド力の向上

大学の評価につながる大学の評価につながる

朝日新聞社の大学ランキング



先生へのお願い先生 のお願

論文を執筆されたら、

図書館へお知らせください図書館へお知らせください。

論文以外でも結構です。

lib@momoha-u.ac.jpjp

百葉大学図書館リポジトリ担当まで百葉大学図書館リポジトリ担当まで

内線 100-100



ＰＥＡＲＣＨへの登録は？

論文の著作権が出版社や学協会にあっても、、

著者の所属機関からの発信は認められる？！

？？？

とりあえずとりあえず

図書館にご一報ください！！

学会によっては学会サイトの論文データを利用
して機関リポジトリに登録を認めていますして機関リポジトリに登録を認めています。



効果はお知らせします効果はお知らせします

どの国からアクセスされているかなど、

論文ごとに調べることが可能

先生方に論文別のアクセス統計を提供します先生方に論文別のアクセス統計を提供します

アクセス状況の分析が可能となります



登録コンテンツ随時募集中！！登録 ンテンツ随時募集中

論文を書いたら
「PEARCH」へ！！

PEARCHはは
世界に開かれています！！

担当：附属図書館 lib@momoha-u.ac.jp



機関連携による効果

OAIsterやJuNii+と連携しデータを収集されることで、他のシステムでも検索可能に！

機関連携による効果

機関リポジトリ
等

大学のWebOpac、電子資料検索画面からの利用

G l
iLisSurf eLib

OAIster等からのアクセス

Google等からのアクセス Google
等

OAIster
等

OAIster等からのアクセス

JAIRO

等
Dublin Core によるハーベスト

JuNii＋からのアクセス
研究論文 JAIRO

(JuNii+)

JuNii＋からのアクセス
・研究論文

・特色あるコンテンツ

ＮＩＩ
JuNii2フォーマットによるハーベスト Cinii



リポジトリの広まりリポジトリの広まり

CiNii(NII論文情報ナビゲータ[サイニィ])CiNii(NII論文情報ナビゲ タ[サイニィ])

他機関のリポジトリも含めて、機関リポジト

リに登録されている論文ならば 検索結果にリに登録されている論文ならば、検索結果に

「機関リポジトリ」へのリンクが出る

JAIRO JAIRO (ジャイロ) http://jairo.nii.ac.jp/

日本の学術機関リポジトリに蓄積された学日本の学術機関リポジトリに蓄積された学
術情報（学術雑誌論文、学位論文、研究紀
要 研究報告書等）を横断的に検索できる要、研究報告書等）を横断的に検索できる



論文以外でも構いません！論文以外でも構 ません

各種報告書各種報告書

テクニカル・レポート

学会発表資料

学位論文

会議資料 など

登録したいものがありましたら、
図書館までご相談ください



機関リポジトリの現状機関リポジトリの現状

世界では1,447のリポジトリが公開中
http://roar.eprints.org/

日本では試験公開中も含めて

111のリポジトリは公開されています
http://www.nii.ac.jp/irp/list/

(2009.09.03現在)( 現在)
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